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地域における子どもの居場所

「こども食堂」という居場所の作り方
－「新しい日常」の中で展開する

「新しい形の食卓」－
特定非営利活動法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長 栗林 知絵子

2003 年、豊島区のプレーパーク開設をきっかけとして、またそこに集まるさまざまな背景を抱えた子

ども達を支援するため 2012 年設立した豊島子どもWAKUWAKUネットワーク。「こども食堂」も、そ

こに集う子ども達のニーズから自然発生的に立ち上がった「食卓」だった。しかし、その歩みもコロナ

禍において変化を余儀なくされている。集まること自体が厳しい状況で、いかに「食卓」を維持してい

くのか。本稿では、私たちの子ども食堂の成立経緯と、コロナ禍による「場」としての食堂の休止、そ

して代わって展開したパントリー実践を通じて、「新しい日常」における相互的な食卓創成を論じる。

1 豊島子どもWAKUWAKUネットワー

クのはじまり

豊島子ども WAKUWAKUネットワーク

の団体設立は 2014 年。そのはじまりは、

2003 年に、豊島区が「区政 70 周年事業」と称

し、区内にプレーパーク（できるかぎり禁止

事項をなくし、子どもがやりたい遊びを出来

る限り実現できるよう運営された遊び場。冒

険遊び場ともいう）開設準備のためのワーク

ショップを開催。「市民主体のプレーパーク」

とするべく、運営の担い手となる市民の参加

を呼び掛けた。当時子育て中であり、また遠

方のプレーパークのヘビーユーザーでもあっ

た私は、期待を込めてワークショップに参

加。行政側の思惑と住民側のニーズのギャッ

プに戸惑いながらも、結果としてメンバーの

うちで唯一の現役子育て世代として、それま

で市民活動などに特段関わりのなかった当時

の自分がいきなり「池袋本町プレーパーク」

の代表に担ぎ上げられたのだった。こうして

同年にスタートした「池袋本町プレーパー

ク」。子ども達は多い日では約 50 人の利用が

あり、毎日やって来て一日プレーパークで過

ごす子も珍しくない。また、当然ながらその

中にはさまざまな困難を抱えている子も散見

された。

そんなプレーパーク常連だったのが T君。

彼が 2011 年「俺、高校に行けないかもしれな

い」とつぶやいた。当時 T君は母子家庭で母

親はダブルワーク。夕飯はいつもひとりでコ

ンビニ弁当を食べていて、朝食はいつも食べ

ないと話してくれた。小数点や分数の意味や
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コミュニティの迷い道～現在！過去×未来？～
学びの場は「飛ぶ教室」
エーリッヒ・ケストナーの『飛ぶ教室』は、1933 年に発表された小説で、各国語に翻訳
され、映画化もされている。1933 年と言えば、ちょうどナチスが政権を掌握した時。自由
主義の多くの作品の発表が禁止されるなかで、人気の児童文学として『飛ぶ教室』はそれ
を免れた。
舞台は、ドイツの寄宿舎学校、そこで、生徒たちが、クリスマスに『飛ぶ教室』という
劇を上演する。その準備から、無事に公演を終えて、休暇を迎え、それぞれが帰省するま
でに繰り広げられる物語である。
生徒たちの劇は、“実際に世界のあちこちに教室が飛んでいく”という設定なのだが、生
徒たちの学びの場はあちこちにあり、あちこちに出没する教室という意味も含んでいる。
作品の原題はダス・フリーゲンデ・クラセンツィマー（Das fliegende Klassenzimmer）
（英語では The Flying Classroom）。似た名前の芸術作品が、幽霊船の伝説を素材とした
デア・フリーゲンデ・ホレンダー（Der fliegende Holländer）でワーグナーの歌劇『さまよ
えるオランダ人』だ。それは、“さまよえる”というより、“猛スピードで移動し、あちこち
に出没する”という意味だという。そして、生徒たちがこれから出会うであろう“さまよ
い”の試練、時代を暗示しているようだ。
『飛ぶ教室』には、ほかの学校の生徒との争いの場面もある。生徒たちには、近所に住む
変わり者の大人との交流もあった。そのひとは、実は、生徒たちの教師の古くからの友人
であった。2003 年の映画の中では、教師が若かりし時にその友人とともに聖歌隊員とし
て、昔は稀少機会であった日

・

本
・

に演奏旅行したが、友人は旅行中も外出せず病気の母を気
にかけていた。そして、その帰国後、友人は外出禁止の校則を破って母のところに出向く。
そこで教師は友人の身代わりを務め、罰を受けた。教師は、そういったエピソードを、校
則を破ってシュンとしていた生徒たちに伝える。友情のエッセンスだ。
『長靴下のピッピ』と『メアリー・ポピンズ』の作者とケストナーが話し合う機会があっ
たらしい。優れた児童文学者の長所ということで三人が一致したのは、“大人が自分の子
どもの頃とゆるぎのない接触を持ち続けることができる”ことであったという（池内紀訳
『飛ぶ教室』訳者あとがき 新潮文庫）。
ケストナーは、本人の回想記の前書きで「まえがきは書物にとって、前庭が家にとって

そうであるように、きわめてたいせつであり好ましくもある。」と書いている（高橋健二訳
『わたしが子どもだったころ』 岩波書店）。そして、この『飛ぶ教室』は、前書きが二つも
ある。夏にクリスマスの小説を書こうとしてはかどらず、母のアドバイスで高原保養地に
来たエピソードの後で、さらっと「世界の歴史には、愚かな連中が怖いもの知らずで、知
恵ある者たちが臆病である時代がくり返しめぐってきて、それはゆがんだ状態なのだ」（池
内紀訳）と記す。ここにも“さまよい”の試練が暗示されている。

（ケストナーの愛読者）
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にしている」と話してくれる。この交流を

きっかけに Hさんの生活は（依然、大変であ

りながらも）改善し、無事高校も卒業して元

気に暮らすまでに至っている。

3 広がっていく子ども食堂

こうして「要町あさやけこども食堂」を皮

切りに、現在WAKUWAKUでは4カ所にま

で子ども食堂が広がっている。開店日は月に

2回。開店時間は夕方の2～3時間。地域住

民が中心のボランティアスタッフと食材の寄

付で成り立ち、特に食料品の寄付は多数の地

域住民の方から寄せられている。果物付きの

定食をおとな 300 円で提供。子どもやひとり

親家庭は無料である。

「場」は増えたが、理念は変化しない。子ど

もや地域住民のニーズをくみ取り、また団体

が前に出るのではなく運営も含めて地域の人

を巻き込み、関わってもらうことができなけ

れば、本当の意味での「子ども食堂」はあり

得ないと考えている。

また一方で、子ども食堂の広がりを加速す

るため、「官」「民」あるいは「NPO」「企業」

「研究者」など異なるマトリックスを持つメ

ンバーを巻き込んだ大枠の中間的な協働・

ネットワーク作りにも積極的に取り組んでい

る。2015 年には豊島区社会福祉協議会が事

務局となり「としま子ども学習支援ネット

ワーク」が設立した。貧困の連鎖を断つため

の、地域に根ざしたネットワークで、毎月1

回開催される定例会には学習支援団体と、行

政の関連部署の職員や社会福祉協議会のコ

ミュニティーソーシャルワーカーが活発な意

見交換を行っている。同年、豊島区内で開催

した「子ども食堂サミット 2015」がきっかけ

となり、都内で子ども食堂を立ち上げた団体

とともに「こども食堂ネットワーク」が発足。

2016 年からは「広がれ、子ども食堂の輪！全

国ツアー」と銘打って、子ども食堂の啓発イ

ベントを実施した。研究者・貧困問題に取り

組む団体や老人給食支援団体、全国社会福祉

協議会等に呼びかけ実行委員会を結成し、

2019 年3月までの3年間に赤い羽根福祉基

金の助成を受け、貧困問題やフードバンクを

テーマとしたイベントをすべての都道府県で

実施した。2019 年現在、子ども食堂は全国に

3700 ケ所以上に増え、県や市町で大小さまざ

まなネットワークが構築した。また子ども食

堂の中間支援団体も複数発足し、継続的に子

ども食堂が運営するための資金調達や衛生管

理、立ち上げ支援情報をネットワークを通じ

て発信している。

豊島区でも 2016 年に「豊島子ども食堂ネッ

トワーク」を設立し、豊島区子ども若者課が

事務局を担っている。また「多文化としま

ネットワーク」（外国にルーツを持つ子ども

と家庭支援のためのネットワーク）も発足し

た。

4 コロナ禍での「新しい日常」に存在する

子ども食堂

しかしながら、ここに来て「子ども食堂」

作りは大きな曲がり角に来ていると考える。

その原因は、もちろん新型コロナウィルスの

影響だ。今までも、当然のことながら可能な

最大レベルの衛生管理はおこなっていたもの

の、本ウィルスはそういった対処を超えてい

る。都内での感染が拡大していく事態を、私
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勉強のやり方がわからないこと、毎日お金の

心配をしていると話してくれた。自分は教育

者ではないが、目の前で困っている子どもを

放っておくわけにはいかない。勉強を伴走し

てくれるボランティア大学生を募り一緒に勉

強し、また夕食を共にする環境を作った。こ

れが現在も続く「無料学習支援事業」のス

タートであり、また「子ども食堂」の萌芽と

なる活動のはじまりだった。T 君のほかに

も、「自分も通いたい」と手を上げる子どもが

現れた。T君については、さらに模擬試験や

冬期補習塾へつなげたために、お金が必要

だったので地域の知り合いに塾代 1000 円の

カンパを募ったところ、約 80 人から 12 万円

の支援が集った。物心ともに地域に見守られ

受験した T君は無事に都立高校に進学。

この時、カンパでつながった仲間に「地域

の子どもを地域で見守り育てるための緩やか

な繋がりが必要だ」と呼び掛け、それが団体

としての「豊島子どもWAKUWAKUネット

ワーク」（以下WAKUWAKU）設立の直接の

契機となった。

2 「子ども食堂」のスタート

T 君から始まった「無料学習支援などを

きっかけに集まった子ども達と共に囲む食

卓」はその後も続くが、当時まだ私たちはこ

れを「子ども食堂」とは呼んでいない。呼称

的な意味で、まだ日本には「子ども食堂」は

ひとつ（大田区のだんだんこども食堂）しか

ない状況だったが、子どもに暖かな食事と居

場所を提供することは、この段階からおこ

なっていた。

団体事業としての「こども食堂」がスター

トしたのは 2013 年。当時、大きな一軒家で

ひとり孤立していた地域の Yさんが「子ども

食堂をやりたい」と、ふとした時につぶやい

た。「いえ」をひらいて子ども達が集まる場

にしたい。その声を拾い、ニーズを実現する

形で半年後の 2013 年春、Yさんの自宅で「要

町あさやけ子ども食堂」がWAKUWAKUの

仲間と共にはじまったのだった。このように

地域には困っている子どもがいる一方で、子

育てに関心のある住民、困っている子どもが

いたら助けたいと実は考えている住民も多数

いる。地域でよりよい支援を構築するには、

そういったリソースとの出会い・掘り起こし

も欠かせないと考える。

子ども食堂が始まった当初は「子どもにご

飯を食べさせるのは親の仕事。こんなものが

出来たら親が怠けてしまうのではないか」と

いう批判もあったが、実践を重ねた現在では

単純に「食べる」だけではない、さまざまな

交流の「場」として重要な役割を果たすよう

になってきた。ここからつながった子も多

い。たとえば H さん。事情があり、児童養

護施設と養父母の家庭をいったりきたりして

いる子どもだった。その影響から、高校生の

頃には進路も決まらず、引きこもりがちで不

規則な生活を送るようになっていた。そんな

Hさんだったが、子ども食堂に通うようにな

り、どんどん変わっていった。地域のおば

ちゃんたちに話を聞いてもらい、また褒めら

れ、同世代の大学生とおしゃべりをするよう

になった。当初は周囲の人間が何を話しかけ

ても全身で「面倒くせえ」と訴えていたのだ

が、今では「悪いようにモノゴト考えても仕

方ないじゃん。だから、前向きに考えるよう
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にしている」と話してくれる。この交流を

きっかけに Hさんの生活は（依然、大変であ

りながらも）改善し、無事高校も卒業して元

気に暮らすまでに至っている。

3 広がっていく子ども食堂

こうして「要町あさやけこども食堂」を皮

切りに、現在WAKUWAKUでは4カ所にま

で子ども食堂が広がっている。開店日は月に

2回。開店時間は夕方の2～3時間。地域住

民が中心のボランティアスタッフと食材の寄

付で成り立ち、特に食料品の寄付は多数の地

域住民の方から寄せられている。果物付きの

定食をおとな 300 円で提供。子どもやひとり

親家庭は無料である。

「場」は増えたが、理念は変化しない。子ど

もや地域住民のニーズをくみ取り、また団体

が前に出るのではなく運営も含めて地域の人

を巻き込み、関わってもらうことができなけ

れば、本当の意味での「子ども食堂」はあり

得ないと考えている。

また一方で、子ども食堂の広がりを加速す

るため、「官」「民」あるいは「NPO」「企業」

「研究者」など異なるマトリックスを持つメ

ンバーを巻き込んだ大枠の中間的な協働・

ネットワーク作りにも積極的に取り組んでい

る。2015 年には豊島区社会福祉協議会が事

務局となり「としま子ども学習支援ネット

ワーク」が設立した。貧困の連鎖を断つため

の、地域に根ざしたネットワークで、毎月1

回開催される定例会には学習支援団体と、行

政の関連部署の職員や社会福祉協議会のコ

ミュニティーソーシャルワーカーが活発な意

見交換を行っている。同年、豊島区内で開催

した「子ども食堂サミット 2015」がきっかけ

となり、都内で子ども食堂を立ち上げた団体

とともに「こども食堂ネットワーク」が発足。

2016 年からは「広がれ、子ども食堂の輪！全

国ツアー」と銘打って、子ども食堂の啓発イ

ベントを実施した。研究者・貧困問題に取り

組む団体や老人給食支援団体、全国社会福祉

協議会等に呼びかけ実行委員会を結成し、

2019 年3月までの3年間に赤い羽根福祉基

金の助成を受け、貧困問題やフードバンクを

テーマとしたイベントをすべての都道府県で

実施した。2019 年現在、子ども食堂は全国に

3700 ケ所以上に増え、県や市町で大小さまざ

まなネットワークが構築した。また子ども食

堂の中間支援団体も複数発足し、継続的に子

ども食堂が運営するための資金調達や衛生管

理、立ち上げ支援情報をネットワークを通じ

て発信している。

豊島区でも 2016 年に「豊島子ども食堂ネッ

トワーク」を設立し、豊島区子ども若者課が

事務局を担っている。また「多文化としま

ネットワーク」（外国にルーツを持つ子ども

と家庭支援のためのネットワーク）も発足し

た。

4 コロナ禍での「新しい日常」に存在する

子ども食堂

しかしながら、ここに来て「子ども食堂」

作りは大きな曲がり角に来ていると考える。

その原因は、もちろん新型コロナウィルスの

影響だ。今までも、当然のことながら可能な

最大レベルの衛生管理はおこなっていたもの

の、本ウィルスはそういった対処を超えてい

る。都内での感染が拡大していく事態を、私
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勉強のやり方がわからないこと、毎日お金の

心配をしていると話してくれた。自分は教育

者ではないが、目の前で困っている子どもを

放っておくわけにはいかない。勉強を伴走し

てくれるボランティア大学生を募り一緒に勉

強し、また夕食を共にする環境を作った。こ

れが現在も続く「無料学習支援事業」のス

タートであり、また「子ども食堂」の萌芽と

なる活動のはじまりだった。T 君のほかに

も、「自分も通いたい」と手を上げる子どもが

現れた。T君については、さらに模擬試験や

冬期補習塾へつなげたために、お金が必要

だったので地域の知り合いに塾代 1000 円の

カンパを募ったところ、約 80 人から 12 万円

の支援が集った。物心ともに地域に見守られ

受験した T君は無事に都立高校に進学。

この時、カンパでつながった仲間に「地域

の子どもを地域で見守り育てるための緩やか

な繋がりが必要だ」と呼び掛け、それが団体

としての「豊島子どもWAKUWAKUネット

ワーク」（以下WAKUWAKU）設立の直接の

契機となった。

2 「子ども食堂」のスタート

T 君から始まった「無料学習支援などを

きっかけに集まった子ども達と共に囲む食

卓」はその後も続くが、当時まだ私たちはこ

れを「子ども食堂」とは呼んでいない。呼称

的な意味で、まだ日本には「子ども食堂」は

ひとつ（大田区のだんだんこども食堂）しか

ない状況だったが、子どもに暖かな食事と居

場所を提供することは、この段階からおこ

なっていた。

団体事業としての「こども食堂」がスター

トしたのは 2013 年。当時、大きな一軒家で

ひとり孤立していた地域の Yさんが「子ども

食堂をやりたい」と、ふとした時につぶやい

た。「いえ」をひらいて子ども達が集まる場

にしたい。その声を拾い、ニーズを実現する

形で半年後の 2013 年春、Yさんの自宅で「要

町あさやけ子ども食堂」がWAKUWAKUの

仲間と共にはじまったのだった。このように

地域には困っている子どもがいる一方で、子

育てに関心のある住民、困っている子どもが

いたら助けたいと実は考えている住民も多数

いる。地域でよりよい支援を構築するには、

そういったリソースとの出会い・掘り起こし

も欠かせないと考える。

子ども食堂が始まった当初は「子どもにご

飯を食べさせるのは親の仕事。こんなものが

出来たら親が怠けてしまうのではないか」と

いう批判もあったが、実践を重ねた現在では

単純に「食べる」だけではない、さまざまな

交流の「場」として重要な役割を果たすよう

になってきた。ここからつながった子も多

い。たとえば H さん。事情があり、児童養

護施設と養父母の家庭をいったりきたりして

いる子どもだった。その影響から、高校生の

頃には進路も決まらず、引きこもりがちで不

規則な生活を送るようになっていた。そんな

Hさんだったが、子ども食堂に通うようにな

り、どんどん変わっていった。地域のおば

ちゃんたちに話を聞いてもらい、また褒めら

れ、同世代の大学生とおしゃべりをするよう

になった。当初は周囲の人間が何を話しかけ

ても全身で「面倒くせえ」と訴えていたのだ

が、今では「悪いようにモノゴト考えても仕

方ないじゃん。だから、前向きに考えるよう

都市とガバナンス Vol.34

地域における子どもの居場所

92

Copyright 2020 The Authors. Copyright 2020 Japan Municipal Research Center. All Rights Reserved.Copyright 2020 The Authors. Copyright 2020 Japan Municipal Research Center. All Rights Reserved.

都市とガバナンス_納品用.indd   93都市とガバナンス_納品用.indd   93 2020/10/16   13:20:352020/10/16   13:20:35



20-06-300　091_3-4_テーマ_栗林知絵子.mcd  Page 5 20/10/06 12:40  v5.51

方」というテーマをいただいたものである

が、新型コロナウィルスの「以前」「以後」で

は、その作り方や有りようは再考を求められ

る部分があると考える。非常に単純に「多様

なバックグランドを持つ人たちが、一カ所に

集まり、一緒にご飯を食べる」という営為が、

致命的に感染症に弱い。現場レベルで最高度

の消毒などをおこなうことが前提だとして

も、その構造は動かしようがない。

一方で、変わらないもの・変えてはいけな

いものがあり、私たちはそれを信じてコロナ

禍での支援を続けている。

そのひとつは（当然ではあるが）、どんな状

況であれ、人間は「食べる」ことが必要であ

り、また「食べる」ことに事欠く子どもやそ

の親がいるということ。

もうひとつは、そんな親子を支えたい、何

かしたいと考える地域住民や行政があり続け

るということ。

それらを繋いできたのは、紛れもなく私た

ちの「食卓を囲む子ども食堂」活動であり、

「場」が開催できなくなったとしても、前述の

「フードパントリー」や、あるいはオンライ

ンでのお茶会など、形を変えて「食卓」はあ

り続ける。逆説的に、場が消え危機的状況下

にあるからこそ、より結びつきが強化された

部分も多い。

食を支えようとする市民と、子ども達がい

るかぎり、子ども食堂の輪は広がっていく。
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たちは注視していた。2020 年2月には、子ど

も食堂を含めた一部事業を休止。公立小中学

校が3月中はお休みとなり、給食に頼ってい

た家庭では3食のうち1食がなくなる結果と

なった。ひとり親家庭の多くは就学援助を受

けており、家庭の財布ではなく、こうした公

的な財布から給食を食べていた子が多い。一

転、昼ご飯を家で準備することになったゆえ

に経済的にも労力的にも負担が増えた。

子ども食堂は休止中だったが、この事態の

重要性を鑑み、私たちは3月1日、豊島区在

住で休校になった 214 世帯へ向け、実態を調

査すべくアンケートを実施。結果 96 世帯か

ら回答があり、特に「給食がないと、経済的

負担はおおきく家計に影響がありますか？」

（85 件回答）という質問では「83.5％」が影響

があると回答。また、「コロナ拡大によって、

仕事に行けなくなるなど収入に影響をあたえ

そうですか？」（85 件回答）では、63.5％が

「はい」と回答するなど、コロナの影響で子

どもや親の「食」が脅かされている実態が浮

き彫りとなった。

そうして、私たちは「場としての」子ども

食堂は断念したものの、緊急で食料を届ける

「としまフードサポートプロジェクト」を緊

急で立ち上げた。3月初旬、豊島区教育委員

会の協力を得て、豊島区の公立小学校・中学

校の登校日に合わせて本プロジェクトのチラ

シを全校生徒に配布。結果、学校経由で就学

援助受給世帯や、行政からの支援（生活保護

など）を受けている世帯、約 250 世帯から申

込があった。実際の運営にあたっては私たち

だけではなく、豊島区民社会福祉協議会や行

政、地域の無料学習支援団体や子ども食堂運

営団体の仲間、さまざまな企業が連携するこ

とで、それぞれの強みを生かした体制がス

ピード感をもって構築。実際、運営に関わっ

てくださっていたのは「子ども食堂」で日々

一緒に活動していた面々が、そのままこちら

でも力を貸してくださる場合も、非常に多い

のだった。こうして緊急フードパントリー

「としまフードサポートプロジェクト」は、

第一回として3月 14 日・15 日の両日に豊島

区の9箇所で開催し、260 世帯に食料を提供。

また第二回は3月 28 日・29 日に開催。261

世帯の方が食品を受け取られた。また4月緊

急事態宣言後は、ご家庭の事情でフードパン

トリーのピックアップ拠点へ取りに来られな

い方を対象に食料の宅配も開始。こちらは現

在まで月 180 世帯へ配送を継続している。加

えて、学校の臨時休校が続く中、昼食を用意

するのが難しい一人親家庭などの子どもたち

に弁当を届ける「としまランチサポートプロ

ジェクト」もスタート。区内の飲食店から提

供を受けたお弁当を、区内 22 拠点の区民ひ

ろばで配布。こちらも、6月いっぱいまで平

日は毎日実施した。

緊急事態宣言は解除されたが、新型コロナ

の影響は、特に経済的な面で長引くと考えら

れる。一方で、やはり「場」としての子ども

食堂開催は、とても判断が難しい。だからこ

そ、こういった皆で連携し拡張した「食卓」

によって、支援の輪を継続的に広げていく必

要があると考える。

5 「あたらしい日常生活」の中での「子ども

食堂」という食卓概念の拡大

本稿は「こども食堂という居場所の作り
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集まり、一緒にご飯を食べる」という営為が、
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も、その構造は動かしようがない。

一方で、変わらないもの・変えてはいけな

いものがあり、私たちはそれを信じてコロナ

禍での支援を続けている。

そのひとつは（当然ではあるが）、どんな状

況であれ、人間は「食べる」ことが必要であ

り、また「食べる」ことに事欠く子どもやそ

の親がいるということ。

もうひとつは、そんな親子を支えたい、何

かしたいと考える地域住民や行政があり続け

るということ。

それらを繋いできたのは、紛れもなく私た

ちの「食卓を囲む子ども食堂」活動であり、

「場」が開催できなくなったとしても、前述の

「フードパントリー」や、あるいはオンライ

ンでのお茶会など、形を変えて「食卓」はあ

り続ける。逆説的に、場が消え危機的状況下

にあるからこそ、より結びつきが強化された

部分も多い。
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